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大人としての決意新たに
五 戸 町 成 人 式
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・倉 石 地 区  ２月６日（月）１０：００～  倉石コミセン
・川 内 地 区　　 〃　　　 １３：３０～  瑞穂館
・豊間内地区  ２月７日（火）１０：００～  豊間内地区コミセン
・浅 田 地 区　　 〃　　　 １３：３０～  浅水活性化センター
・五 戸 地 区  ２月８日（水）１０：００～  町立公民館

町長と地域住民との懇話会
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五
戸
町
長

　

三
浦
正
名

 

戌
（
い
ぬ
）
年
の

　
　
　

 

豆
知
識

 

戌
（
い
ぬ
）
年
の

　
　
　

 

豆
知
識

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
新

た
な
希
望
と
誓
い
を
胸
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
倉
石
村
と
五
戸
町
が
合
併
し
て
、

は
や
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

旧
町
村
間
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
行
政
運
営
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆

様
の
御
理
解
御
協
力
に
よ
る
も
の

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
台
風
の
直
撃
も
な
く
、

大
き
な
風
水
害
は
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
五
月
に
は
大
規
模

な
山
林
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
者
の
皆
様
に
改
め
て
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
消

火
活
動
に
当
た
っ
た
地
元
消
防
団

は
じ
め
多
く
の
関
係
機
関
の
方
々

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
夏
ご
ろ
か
ら
好

天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
稲
作

を
は
じ
め
多
く
の
農
産
物
が
豊
作

と
な
り
ま
し
た
が
、
に
ん
に
く
を

除
け
ば
ほ
と
ん
ど
の
品
目
で
価
格

が
下
落
し
、
農
業
の
厳
し
さ
を
ま

た
し
て
も
見
せ
つ
け
ら
れ
た
気
が

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
五
戸
町
で
あ
り

ま
す
が
、
豊
間
内
地
区
に
お
き
ま

し
て
は
、
多
く
の
地
権
者
の
御
理

解
を
頂
い
た
結
果
、
ほ
場
整
備
事

業
が
実
現
の
運
び
と
な
り
、
並
行

し
て
、
国
道
４
５
４
号
バ
イ
パ
ス

の
整
備
お
よ
び
浅
水
川
の
河
川
改

修
も
着
手
と
な
り
ま
す
。
ひ
ば
り

野
地
区
で
は
、
ひ
ば
り
野
住
宅
団

地
建
て
替
え
事
業
が
既
に
着
工
さ

れ
、
４
月
か
ら
一
部
入
居
が
始
ま

り
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

て
替
え
事
業
も
倉
石
地
区
に
今
年

着
工
し
、
来
年
４
月
か
ら
供
用
開

始
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、

私
の
公
約
と
も
い
う
べ
き
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
構
想
も
よ
う
や
く
本
年
、

実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
す
。

ま
ず
は
第
一
段
階
と
し
て
上
市
川

地
区
を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
年
は
比
較
的

大
き
な
事
業
が
始
動
す
る
年
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
行
財

政
改
革
も
強
力
に
推
進
す
る
年
で

も
あ
り
ま
す
。
国
の
財
政
再
建
の

影
響
は
、
青
森
県
そ
し
て
市
町
村

に
も
及
ん
で
お
り
、
こ
の
五
戸
町

も
例
外
で
は
な
く
、
合
併
し
た
か

ら
と
い
っ
て
そ
れ
だ
け
で
財
政
基

盤
が
強
固
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
が
常
々
申
し
上
げ
て

い
る
と
お
り
、
合
併
に
よ
る
経
費

節
減
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る
に

は
、
合
併
し
て
５
年
く
ら
い
か
か

る
の
で
す
。

　
行
財
政
改
革
の
具
体
的
柱
と
し

て
は
、
職
員
の
計
画
的
削
減
、
民

営
化
の
推
進
、
組
織
の
統
廃
合
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
で
す
が
、

既
に
職
員
退
職
者
の
当
面
の
不
補

充
、
保
育
所
の
民
営
化
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
、
総
合
病
院
と

健
診
セ
ン
タ
ー
の
組
織
面
で
の
統

合
、
事
務
事
業
評
価
な
ど
が
具
体

化
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
私
は
、
本
年
、
大
き
な

事
業
が
始
動
す
る
と
言
い
ま
し
た

が
、
実
は
、
国
の
補
助
金
、
国
・

県
の
合
併
特
例
交
付
金
、
合
併
特

例
債
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て
お

る
も
の
で
、
極
力
、
町
の
支
出
負

担
を
抑
制
し
な
が
ら
計
画
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
時
代
と
い
わ
れ
て

久
し
い
わ
け
で
す
が
、
真
の
地
方

分
権
が
実
現
す
る
の
か
し
な
い
の

か
、
そ
の
成
否
は
こ
こ
数
年
に
か

か
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し

ま
す
。
そ
の
基
盤
づ
く
り
に
私
も

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

御
理
解
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

各
位
の
御
多
幸
御
活
躍
を
お
祈
り

し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
戌（
じ
ゅ
つ
）の
字
は
矛
を
表
す
象

形
文
字
で
す
。
古
代
中
国
で
は
毎

年
、
収
穫
期
を
狙
っ
て
北
方
や
西

方
か
ら
遊
牧
民
が
攻
め
て
き
ま
し

た
。
戌
は
、
武
器
を
と
っ
て
収
穫

物
を
守
る
時
期
で
し
た
。

　
ま
た
、
「
戌
」
は
「
滅
」
で
草

木
が
枯
れ
る
様
子
を
表
す
、
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。
否
定
的
な
意

味
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
新

た
な
芽
吹
き
へ
と
続
く
、
命
の
サ

イ
ク
ル
の
大
切
な
過
程
で
す
。

【
戌
年
の
出
来
事
】

○
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
開
始

○
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）

・
一
万
円
札
発
行

○
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）

・
大
阪
万
博
開
催

○
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）

・
東
北
・
上
越
新
幹
線
開
通

・
世
界
初
の
家
庭
用
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ

ヤ
ー
発
売

○
平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）

・
日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士

　
向
井
千
秋
さ
ん
宇
宙
へ

・
三
陸
は
る
か
沖
地
震
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根
森
å
雄
（
荒
町
）

ユ
ー
モ
ア
美
容
室

太
田
自
治
会

五
戸
町
銀
座
振
興
会

北
向
自
治
会
（
倉
石
）

山
田
自
治
会

a
谷
統
司
（
谷
地
中
）

大
友
光
男
（
上
市
川
中
区
）

若
林
国
夫
（
石
呑
）

堀
合
弘
志
（
川
原
町
）

ヤ
マ
キ
商
店

東
北
三
吉
工
業
1

2
三
信
金
物
店

角
濱
酒
店

旭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

五
戸
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

五
戸
消
防
署

吉
田
時
計
・
眼
鏡
店

東
北
山
田
車
体
工
業
1

3
岡
村
商
店

小
村
歯
科
医
院

に
こ
に
こ
プ
ラ
ザ
五
戸

倉
石
郵
便
局

特

別

賞

人
気
投
票
第
１
位

団
体
の
部
優
秀
賞

団
体
の
部
最
優
秀
賞

キ
ラ
リ
ア
ッ
プ
賞

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

メ
ル
ヘ
ン
賞

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞

キ
ラ
キ
ラ
賞

ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
賞

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
賞

ド
レ
ス
ア
ッ
プ
賞

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
賞

ベ
ス
ト
ツ
リ
ー
賞

ベ
ス
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
賞

グ
ッ
ド
タ
ウ
ン
賞

新春
恒例

五
戸
で
ス
マ
ス　

ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス　

ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス　

ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス　

ク
リ
ス
マ
ス

色
と
り
ど
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

裸

参

り

二
十
歳
の
決
意
を
胸
に
・
・
・

五

戸

町

成

人

式

五

戸

町

成

人

式

　
55
回
目
を
数
え
る
川
原
町
青
年

団
（
石
田
隆
彦
団
長
）
の
裸
参
り

が
１
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
わ
し
や
短
パ
ン
姿
に
団
旗
、

鏡
も
ち
、
た
い
ま
つ
を
持
っ
た
参

加
者
た
ち
は
、
午
前
０
時
を
合
図

に
川
原
町
自
治
会
館
前
を
出
発
。

厳
寒
の
中
、
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ

ッ
シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
勇
ま
し
く

町
内
を
走
り
抜
け
、
稲
荷
神
社
、

神
明
宮
、
八
幡
宮
の
五
戸
三
社
を

参
拝
。
今
年
一
年
の
無
病
息
災
と

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
戸
高
校
付
近
で
は
第

８
回
ゆ
く
年
く
る
年
花
火
大
会
も

開
催
さ
れ
、
年
越
し
の
夜
空
に
咲

く
大
輪
が
初
も
う
で
に
訪
れ
た
町

民
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
12
月
23
日
、
歩
行
者
天
国
と
な

っ
た
中
心
商
店
街
で
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
「
五
戸
で
ス
マ
ス
・
ク

リ
ス
マ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雪
が
交
じ
る
中
、
来
場
者
は

体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
温
か
い
郷

土
料
理
で
暖
を
取
り
な
が
ら
、
ひ

と
足
早
い
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
併
せ
て
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
電
飾
）
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
一
般
家
庭
や
企
業
の
ほ
か
、
自

治
会
を
挙
げ
て
飾
り
付
け
を
し
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

来
場
者
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
の
大
合
唱
が
行
わ
れ
、
高
ら
か

な
歌
声
が
商
店
街
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

二
十
歳
の
決
意
を
胸
に
・
・
・

五

戸

町

成

人

式

裸

参

り

裸

参

り

記念写真の目録を受け取る川　貴仁さん

稲荷神社に参拝する一行

は

た

ち

は

た

ち

体を動かすとあったかいね！

　
町
立
公
民
館
で
１
月
８

日
、新
成
人
２
２
０
人
が

出
席
し
て
五
戸
町
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
で
は
平
成
12
年

度
か
ら
、新
成
人
た
ち
が

自
ら
実
行
委
員
と
し
て
、

式
の
企
画
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
柿
本
裕
文
さ

ん
が
６
代
目
実
行
委
員
長

を
、
落
合
智
弥
さ
ん
、
小

渡
歩
さ
ん
、
川
　
貴
仁
さ

ん
、
高
村
憲
太
さ
ん
、
高
村
智
美

さ
ん
、
赤
坂
裕
亮
さ
ん
、
大
山
か

お
る
さ
ん
、
豊
川
随
子
さ
ん
ら
が

実
行
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
三
浦
正
名
町
長
が

「
大
人
と
し
て
の
権
利
を
放
棄
せ

ず
、
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
、
参
加

し
た
新
成
人
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ア
ピ
ル
五
戸
に
会
場

を
移
し
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
や
恩
師
と

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
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受章者の皆さん、おめでとうございます

町
の
た
め
に
貢
献
し
た
方
々
を
表
彰

26億5,943万１千円　（　　　2,176万４千円）

　歳出の主なものは返還金2,175万円などで、財源は一般会計繰入金などを充当します。

24億5,054万１千円　（　　　　120万３千円）

　歳出の主なものは次のとおりです。財源は県支出金、繰越金などを充当します。
　　県市町村税滞納整理組合負担金………270万円　　　老人保健医療費拠出金…………… △1,672万円
　　一般被保険者療養給付費…………… 2,463万円　　　介護給付費納付金………………… △1,140万円

　19億936万７千円　（　１億2,345万４千円）

　歳出の主なものは次のとおりです。財源は国・県支出金、支払基金交付金および繰入金などを充当します。
　　居宅介護サービス給付費…………… 2,969万円　　　特定入所者介護サービス給付費…… 3,241万円
　　施設介護サービス給付費…………… 4,653万円　　　過年度分返還金……………………… 1,083万円

　　５億7,652万円　（　　　　806万３千円）

　歳出の主なものは水道施設等移設補償費600万円などで、財源は負担金および繰越金を充当します。

１億6,856万９千円　（　　△2,291万５千円）

　歳出の主なものは管理施設工事費△2,294万円などです。

　　7,524万６千円　（　　　　101万９千円）

１億5,713万１千円　（　　　　　74万７千円）

２億1,527万５千円　（　　　　 65万８千円）

　

・収益的収入　　　　　　　　　　　29億7,294万５千円　（　　　3,444万９千円）

　主な内訳は次のとおりです。
　　一般会計繰入金……………１億5,000万円　　   その他医業収益（分べん介助料など）……2,520万５千円
　　入院収益……………△１億3,614万５千円

・収益的支出　　　　　　　　　　　29億6,474万８千円　（　　△3,722万６千円）

　主な内訳は次のとおりです。
　　病院医業費用（材料費および経費など）……△3,187万７千円
　　病院医業外費用（支払利息および売店販売費など）…△619万３千円

※収支差し引きは819万７千円の黒字となります。

　
平
成
18
年
表
彰
式
が

１
月
４
日
町
立
公
民
館
で

行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

各
分
野
に
貢
献
し
た
功
労

者
５
人
と
善
行
者
13
人
が
、

五
戸
町
表
彰
条
例
に
基
づ

き
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
三

浦
正
名
町
長
が
受
章
者
一

人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
る
と
、
受
章
者

を
代
表
し
て
鳥
谷
部
金
章

さ
ん
が
「
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
や
っ
た
ま
で
。

こ
の
た
び
の
受
章
は
身
に

余
る
光
栄
で
す
。
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

町
の
た
め
に
貢
献
し
た
方
々
を
表
彰

五
戸
町
表
彰
式

功

労

章

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

鳥
谷
部　

金　

章

多
年
に
わ
た
り
、
五
戸
地
区
お
よ
び
青
森

県
安
全
運
転
管
理
者
協
会
、
安
全
運
転
管

理
事
業
主
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
交
通

安
全
活
動
に
尽
力

三　

浦　

良　

男

多
年
に
わ
た
り
、
倉
石
村
消
防
団
副
団

長
等
と
し
て
消
防
行
政
の
向
上
に
貢
献

菊　

池　

瑞　

穗

多
年
に
わ
た
り
、
自
衛
隊
員
と
し
て
危
険

業
務
に
従
事
し
国
の
安
全
確
保
に
貢
献

氏　
　
　

名

功　
　
　
　
　
　
　
　

績

（
博
労
町
）

　

62
歳　

（
森　

冬
）

　

73
歳　

（
下
大
町
）

　

74
歳　

老人保健特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水処理施設事業特別会計

簡易水道事業特別会計

国民健康保険直診勘定特別会計

健診センター特別会計

病院事業会計
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総 務 費
　防災無線整備費………………………………  △5,142万円
民 生 費
　低所得者利用負担対策事業介護給付費負担金… 383万円
　介護保険特別会計繰出金………………………  1,101万円
　老人保健特別会計繰出金………………………  2,127万円
　私立保育園児童運営費および児童手当扶助費… 490万円
　倉石保育所ＦＦ式石油暖房機購入費…………… 348万円
　国民健康保険特別会計繰出金………………… △308万円
　配給サービス事業・介護予防事業等委託料… △234万円
衛 生 費
　病院事業会計負担金………………………  １億5,000万円
　健診センター特別会計繰出金………………  △1,263万円

農林水産業費
　砕石等原材料費………………………………………… 470万円
　桜沢地区ため池等用排水施設整備事業負担金……… 240万円
　農業集落排水処理施設事業特別会計繰出金……… △320万円
土 木 費
　除雪対策費……………………………………………… 549万円
　住宅建設費………………………………………  １億1,792万円
消 防 費
　八戸地域広域市町村圏事務組合負担金…………… △712万円
教 育 費
　上市川小学校アスベスト除去等工事費……………… 610万円
　小学校プール建設工事設計業務委託料……………… 360万円
　切谷内小学校防音機能復旧調査委託料……………… 250万円

議会ニュース
　町議会定例会（第21回）が12月８日から13日まで６日間の会期で開催されました。この議会では、
指定管理者の指定など20件の議案が審議され、原案のとおり可決されました。
　今回の議会で決まった主なものを紹介します。

　
　五戸町へき地保健福祉館を廃止し、同施設を根前自治会の集会施設として無償で譲渡することにしました。

　
　公の施設の管理を行う指定管理者を次のとおり指定しました。指定の期間は平成18年４月１日から平成
21年３月31日までの３年間です。

　

95億2,274万２千円　（　２億7,770万７千円）　

　歳出の主なものは次のとおりです。財源は県支出金、基金繰入金および町債などを充当します。

善

行

章

多
年
に
わ
た
り
、
五
戸
地
区
交
通
指
導

隊
員
と
し
て
そ
の
職
責
を
尽
く
し
、
交

通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及

に
寄
与

多
年
に
わ
た
り
、
五
戸
地
区
防
犯
指
導

隊
員
と
し
て
地
域
の
防
犯
思
想
の
普
及

高
揚
に
寄
与

多
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と

し
て
納
税
思
想
普
及
高
揚
に
貢
献

多
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
地
域
住
民
の
食
生
活
改
善
に
取
り
組

み
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

氏　
　
　

名

功　
　
　
　
　
　
　
　

績

櫻　

井　

美
弥
志

多
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と

し
て
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

大　

野　

忠　

男

赤　

坂　

友　

吉

岩　

井　

壽
美
雄

沼　

沢　

こ
え
子

故

小
山
田　

一　

男

佐
々
木　

一　

榮

赤　

坂　

恵　

一

柳　

沢　

一　

範

島　

守　

義　

和

畑　

山　
　
　

満

橋　

本　

廣　

志

鈴　

木　

徳　

一

小　

関　

種　

助

三　

浦　

マ
サ
子

氏　
　
　

名

功　
　
　
　
　
　
　
　

績

（
博
労
町
）

　

86
歳　

（
切
谷
内
）

　

70
歳　

（
石　

沢
）

　

82
歳　

（
中　

市
）

　

54
歳　

（
沢　

沼
）

　

53
歳　

（
豊
間
内
）

　

61
歳　

（
豊
間
内
）

　

58
歳　

（
石　

沢
）

　

45
歳　

（
北
向
（
倉
石
）
）

　

47
歳　

（
豊
間
内
）

　

55
歳　

（
中　

市
）

　

44
歳　

（
下
大
町
）

　

73
歳　

（
博
労
町
）

　

77
歳　

（
中　

市
）

　

76
歳　

（
豊
間
内
）

　

64
歳　

一般会計

各会計補正予算

五戸町へき地保健福祉館条例（廃止）、財産の無償譲渡について

指定管理者の指定について

s

s

s

豊間内地区コミュニティセンター
夢 の 森 ハ イ ラ ン ド
保 健 福 祉 セ ン タ ー
社 会 福 祉 セ ン タ ー
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー
五 戸 町 農 産 物 直 売 施 設

豊間内地区コミュニティセンター管理運営委員会 倉 石 温 泉
倉 石 ふ れ あ い 体 験 の 郷
ひ ば り 野 公 園
五 戸 ド ー ム
ひばり野スポーツ交流センター
倉 石 ス ポ ー ツ セ ン タ ー

北 都ビルシステム
株 式 会 社

財 団 法 人
五戸町スポーツ
振 興 公 社

株 式 会 社 倉 石 地 域 振 興 公 社

社会福祉法人五戸町社会福祉協議会

ふ れ あ い 市 ご の へ

補正後の予算総額 （　　補　　正　　額　　）
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●１２月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,438
（14,454）
12,934

（12,839）
39,581

（39,182）
24,566

（28,271）

12,610
（12,674）
12,499

（12,532）

12,835
（11,620）

16,191
（16,257）

16,064
（14,760）

13,620
（14,480）

11,070
（11,044）
12,241
（12,442）

12,279
（12,219）

19,127
（19,544）
12,317
（12,297）

12,426
（12,446）

12,374
（12,062）

 3,490
（12,498）

12,538
（12,289）

12,657
（12,721）
12,350

（12,070）
16,302

（15,926）
12,350

（12,070）

11,871
（11,961）
11,615

（12,432）
18,024

（18,217）
14,842

（15,810）

12,730
（12,703）
12,421

（12,480）
16,359

（16,414）
13,731

（15,344）

皮膚科
12,196
（12,184）
12,350
（12,070）
11,788
（12,026）
12,350
（12,070）

110,665
（110,709）
114,863

（114,606）
196,926

（194,824）
140,449

（146,111）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,667
（12,522）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
２
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

105

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

副
医
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

愛
川
　
俊
信

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

村
田
　
幸
生

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

丸
屋
信
一
郎

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

飯
田
　
健
二

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

　

か
　
　
　
く
　（
天
満
後
）　

恵
　
　
　
女
　（
川
原
町
）　

友
　
　
　
子
　（
下
モ
沢
向
）　

芳
　
　
　
実
　（
中
道
十
文
字
）　

マ
　
サ
　
子
　（
豊
間
内
）　

禮
　
　
　
子
　（
地
蔵
平
）　

幸
　
　
　
子
　（
ひ
ば
り
野
）　

實
　
　
　（
新
蔵
長
根
）　

花
　
　
　
絵
　（
新
　
丁
）　

英
　
　
　
子
　（
愛
宕
下
タ
）　

悦
　
　
　
子
　（
下
モ
沢
向
）　

丸
　
　
　
子
　（
竹
　
原
）　

さ
　
ざ
　
え
　（
大
学
沢
）　

あ
　
や
　
子
　（
川
原
町
）　

雪
　
　
　
魚
　（
川
原
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

善
　
太
　
郎
　（
ひ
ば
り
野
）　

北
野
小
雪
　（
浅
　
水
）　

小
林
　
静
枝
　（
市
川
道
十
文
字

）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　　

沢
向
匿
名
　
　
　
　
　
　

小
　
手
　
毬
　
　
　
　
　
　　　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

原
　
は
つ
ゑ
　（
上
市
川
下
区
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、総
務
課
広
報
係
へ
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
短
歌
〉

名
川
に
住
む
級
友
の
書
き
た
る
年
賀
状
に

嬉
し
さ
余
り
お
礼
の
電
話
し
て

雪
降
れ
ば
除
雪
作
業
に
精
を
出
し

冬
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り

便
利
だ
ね
孫
の
置
き
た
る
プ
ラ
ソ
リ
で

収
集
日
に
ゴ
ミ
運
ぶ
帰
り
は
か
か
え
て

初
日
の
出
願
い
は
受
験
合
格
や

静
か
に
吠
え
て
初
春
を
待
つ

学
友
と
年
賀
お
歳
暮
続
け
お
り

あ
と
幾
た
び
と
眼
う
る
み
ぬ

新
年
に
も
く
ひ
ょ
う
た
て
た
子
ら（
生
徒
）た
ち
よ

牛
歩
で
よ
い
か
く
じ
つ
に
い
け

さ
わ
や
か
に
空
晴
れ
わ
た
り
日
輝
き

田
畑
に
黄
金
恵
み
給
ひ
と

底
冷
の
朝
足
早
に
登
校
す
る

元
気
な
生
徒
吐
く
息
白
く

冷
え
込
み
て
眠
れ
ぬ
真
夜
に
手
さ
ぐ
り
で

毛
布
の
目
盛
り
カ
チ
リ
と
ま
わ
す

ラ
ン
ド
セ
ル
「
ピ
カ
ッ
」
と
初
孫
一
年
生

手
を
あ
わ
せ
健
康
願
う
初
日
の
出

〈
川
柳
〉

齢
な
り
の
夢
を
描
い
て
鳥
に
な
る

口
だ
け
は
達
者
足
腰
追
い
つ
か
ず

疲
れ
た
ら
帰
る
古
巣
が
あ
る
安
堵

歳
月
に
老
い
た
拳
が
痩
せ
て
く
る

今
よ
り
も
若
い
日
無
い
始
め
よ
う

忍
び
寄
る
頑
固
を
払
う
花
ご
こ
ろ

寸
法
が
合
わ
な
い
夢
は
諦
め
る

苦
労
し
た
甲
斐
が
血
と
な
り
肉
と
な
り

爭
い
が
嫌
で
妥
協
癖
が
つ
き

迷
う
こ
と
い
よ
い
よ
多
く
五
十
過
ぎ

締
め
切
り
が
明
日
に
迫
る
胃
の
痛
み

ゆ
っ
く
り
と
行
こ
う
明
日
も
陽
が
昇
る

老
い
支
度
高
価
な
辞
典
友
と
し
て

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
ペ
ン
が
よ
く
走
る

來
年
の
夢
を
組
み
立
て
こ
ぼ
れ
種

頑
な
な
心
解
せ
り
篭
の
鳥

有
線
は
児
童
の
声
で
良
く
透
し

捨
て
雪
で
孫
の
橇
場
が
高
く
で
き

衿
元
の
暖
た
た
め
る
し
や
身
痛
し
の

安
全
を
隣
近
所
で
守
る
町

〈
俳
句
〉

卒
寿
の
夫
に
手
を
貸
す
凍
り
道

初
歩
き
我
家
を
包
む
ピ
ン
ク
雲

　
こ
の
ほ
ど
、
三
浦
マ
サ
子
さ
ん

（
豊
間
内

64
歳
）
が
、
青
森
県

健
康
づ
く
り
事
業
の
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
五
戸
町
食
生
活

改
善
推
進
員
会
「
五
戸
長
栄
会
」

を
昭
和
62
年
に
設
立
し
、
以
来
、

減
塩
食
や
バ
ラ
ン
ス
食
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
の

み
そ
汁
の
塩
分
測
定
か
ら
始
ま
り
、

減
塩
み
そ
汁
や
だ
し
割
り
し
ょ
う

油
の
紹
介
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

の
た
め
の
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ

た
料
理
教
室
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ

キ
ン
グ
や
離
乳
食
教
室
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
「
健

康
で
明
る
い
町
」
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

三浦正名町長に受賞を報告する三浦マサ子さん（左）

第６分団に配備されたポンプ車

食
生
活
改
善
で

健
康
づ
く
り

食
生
活
改
善
で

健
康
づ
く
り

ぐ
せ

か
ご

そ
り

と

ま
な
こ

ぎ
ゅ
う
ほ

も

か
た
く

こ

で

ま
り

前回の「ひなまつり会」

五戸町子育てメイト春の親子クラブ五戸町子育てメイト春の親子クラブ

○期　日　平成18年２月22日（水）10時～12時

○場　所　町立公民館　小ホール

○対　象　０歳～就学前の子どもと保護者
（祖父母の方も大歓迎です）

○参加費　１人100円（おやつ代）

○申し込み　２月17日（金）までに子育てメイト、

または役場福祉課まで

　　　　　2６２－２１１１　内線２５２

子育て奮闘中の皆さん、子育てメイトと一緒に親子で楽しい一時を過ごしませんか

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、

国
の
補
助
を
受
け
て
１
、

７
８
５
万
円
で
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
購
入
。

五
戸
町
消
防
団
第
６
分

団
（
蛯
川
　
木
村
豊
作

分
団
長
）
に
配
備
し
、

23
年
間
使
用
し
老
朽
化

し
た
同
分
団
の
車
両
を

更
新
し
ま
し
た
。

第６分団（蛯川）に
最新のポンプ車配備

三
浦
マ
サ
子
さ
ん
に
県
表
彰

食
生
活
改
善
で

健
康
づ
く
り



yu

●１２月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,438
（14,454）
12,934
（12,839）
39,581
（39,182）
24,566
（28,271）

12,610
（12,674）
12,499

（12,532）

12,835
（11,620）

16,191
（16,257）

16,064
（14,760）

13,620
（14,480）

11,070
（11,044）
12,241

（12,442）
12,279

（12,219）
19,127

（19,544）
12,317

（12,297）

12,426
（12,446）
12,374

（12,062）
 3,490

（12,498）
12,538

（12,289）

12,657
（12,721）
12,350

（12,070）
16,302

（15,926）
12,350

（12,070）

11,871
（11,961）
11,615

（12,432）
18,024

（18,217）
14,842

（15,810）

12,730
（12,703）
12,421

（12,480）
16,359

（16,414）
13,731

（15,344）

皮膚科
12,196

（12,184）
12,350

（12,070）
11,788

（12,026）
12,350

（12,070）

110,665
（110,709）
114,863

（114,606）
196,926

（194,824）
140,449

（146,111）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,667
（12,522）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
２
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

105

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

副
医
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

愛
川
　
俊
信

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

村
田
　
幸
生

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

丸
屋
信
一
郎

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

飯
田
　
健
二

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

　

か
　
　
　
く
　（
天
満
後
）　

恵
　
　
　
女
　（
川
原
町
）　

友
　
　
　
子
　（
下
モ
沢
向
）　

芳
　
　
　
実
　（
中
道
十
文
字
）　

マ
　
サ
　
子
　（
豊
間
内
）　

禮
　
　
　
子
　（
地
蔵
平
）　

幸
　
　
　
子
　（
ひ
ば
り
野
）　

實
　
　
　（
新
蔵
長
根
）　

花
　
　
　
絵
　（
新
　
丁
）　

英
　
　
　
子
　（
愛
宕
下
タ
）　

悦
　
　
　
子
　（
下
モ
沢
向
）　

丸
　
　
　
子
　（
竹
　
原
）　

さ
　
ざ
　
え
　（
大
学
沢
）　

あ
　
や
　
子
　（
川
原
町
）　

雪
　
　
　
魚
　（
川
原
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

善
　
太
　
郎
　（
ひ
ば
り
野
）　

北
野
小
雪
　（
浅
　
水
）　

小
林
　
静
枝
　（
市
川
道
十
文
字

）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　　

沢
向
匿
名
　
　
　
　
　
　

小
　
手
　
毬
　
　
　
　
　
　　　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

原
　
は
つ
ゑ
　（
上
市
川
下
区
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、総
務
課
広
報
係
へ
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
短
歌
〉

名
川
に
住
む
級
友
の
書
き
た
る
年
賀
状
に

嬉
し
さ
余
り
お
礼
の
電
話
し
て

雪
降
れ
ば
除
雪
作
業
に
精
を
出
し

冬
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り

便
利
だ
ね
孫
の
置
き
た
る
プ
ラ
ソ
リ
で

収
集
日
に
ゴ
ミ
運
ぶ
帰
り
は
か
か
え
て

初
日
の
出
願
い
は
受
験
合
格
や

静
か
に
吠
え
て
初
春
を
待
つ

学
友
と
年
賀
お
歳
暮
続
け
お
り

あ
と
幾
た
び
と
眼
う
る
み
ぬ

新
年
に
も
く
ひ
ょ
う
た
て
た
子
ら（
生
徒
）た
ち
よ

牛
歩
で
よ
い
か
く
じ
つ
に
い
け

さ
わ
や
か
に
空
晴
れ
わ
た
り
日
輝
き

田
畑
に
黄
金
恵
み
給
ひ
と

底
冷
の
朝
足
早
に
登
校
す
る

元
気
な
生
徒
吐
く
息
白
く

冷
え
込
み
て
眠
れ
ぬ
真
夜
に
手
さ
ぐ
り
で

毛
布
の
目
盛
り
カ
チ
リ
と
ま
わ
す

ラ
ン
ド
セ
ル
「
ピ
カ
ッ
」
と
初
孫
一
年
生

手
を
あ
わ
せ
健
康
願
う
初
日
の
出

〈
川
柳
〉

齢
な
り
の
夢
を
描
い
て
鳥
に
な
る

口
だ
け
は
達
者
足
腰
追
い
つ
か
ず

疲
れ
た
ら
帰
る
古
巣
が
あ
る
安
堵

歳
月
に
老
い
た
拳
が
痩
せ
て
く
る

今
よ
り
も
若
い
日
無
い
始
め
よ
う

忍
び
寄
る
頑
固
を
払
う
花
ご
こ
ろ

寸
法
が
合
わ
な
い
夢
は
諦
め
る

苦
労
し
た
甲
斐
が
血
と
な
り
肉
と
な
り

爭
い
が
嫌
で
妥
協
癖
が
つ
き

迷
う
こ
と
い
よ
い
よ
多
く
五
十
過
ぎ

締
め
切
り
が
明
日
に
迫
る
胃
の
痛
み

ゆ
っ
く
り
と
行
こ
う
明
日
も
陽
が
昇
る

老
い
支
度
高
価
な
辞
典
友
と
し
て

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
ペ
ン
が
よ
く
走
る

來
年
の
夢
を
組
み
立
て
こ
ぼ
れ
種

頑
な
な
心
解
せ
り
篭
の
鳥

有
線
は
児
童
の
声
で
良
く
透
し

捨
て
雪
で
孫
の
橇
場
が
高
く
で
き

衿
元
の
暖
た
た
め
る
し
や
身
痛
し
の

安
全
を
隣
近
所
で
守
る
町

〈
俳
句
〉

卒
寿
の
夫
に
手
を
貸
す
凍
り
道

初
歩
き
我
家
を
包
む
ピ
ン
ク
雲

　
こ
の
ほ
ど
、
三
浦
マ
サ
子
さ
ん

（
豊
間
内

64
歳
）
が
、
青
森
県

健
康
づ
く
り
事
業
の
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
五
戸
町
食
生
活

改
善
推
進
員
会
「
五
戸
長
栄
会
」

を
昭
和
62
年
に
設
立
し
、
以
来
、

減
塩
食
や
バ
ラ
ン
ス
食
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
の

み
そ
汁
の
塩
分
測
定
か
ら
始
ま
り
、

減
塩
み
そ
汁
や
だ
し
割
り
し
ょ
う

油
の
紹
介
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

の
た
め
の
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ

た
料
理
教
室
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ

キ
ン
グ
や
離
乳
食
教
室
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
「
健

康
で
明
る
い
町
」
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

三浦正名町長に受賞を報告する三浦マサ子さん（左）

第６分団に配備されたポンプ車

食
生
活
改
善
で

健
康
づ
く
り

食
生
活
改
善
で

健
康
づ
く
り

ぐ
せ

か
ご

そ
り

と

ま
な
こ

ぎ
ゅ
う
ほ

も

か
た
く

こ

で

ま
り

前回の「ひなまつり会」

五戸町子育てメイト春の親子クラブ五戸町子育てメイト春の親子クラブ

○期　日　平成18年２月22日（水）10時～12時

○場　所　町立公民館　小ホール

○対　象　０歳～就学前の子どもと保護者
（祖父母の方も大歓迎です）

○参加費　１人100円（おやつ代）

○申し込み　２月17日（金）までに子育てメイト、

または役場福祉課まで

　　　　　2６２－２１１１　内線２５２

子育て奮闘中の皆さん、子育てメイトと一緒に親子で楽しい一時を過ごしませんか

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、

国
の
補
助
を
受
け
て
１
、

７
８
５
万
円
で
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
購
入
。

五
戸
町
消
防
団
第
６
分

団
（
蛯
川
　
木
村
豊
作

分
団
長
）
に
配
備
し
、

23
年
間
使
用
し
老
朽
化

し
た
同
分
団
の
車
両
を

更
新
し
ま
し
た
。

第６分団（蛯川）に
最新のポンプ車配備

三
浦
マ
サ
子
さ
ん
に
県
表
彰

食
生
活
改
善
で

健
康
づ
く
り



i

ごみの分別収集にご協力ください

犬を飼っている方へ

　国では、ごみの減量化ならびに平成２２年度を目標にリサイクル率２４％を目指しています。
　五戸町のリサイクル率は１９％（平成１５年度）です。資源の有効利用に努め、リサイクル率
アップのため、住民１人ひとりのご協力をお願いします。

　犬の飼い主の方は、次の事に十分留意し、犬の正しい飼い方を心掛け、快適で美しい生活環境
づくりにご協力をお願いします。

　決められたごみ袋３種類に指定のごみ分類
ごとに分別し、指定回収日に出してください。

　もう一度、各家庭に配布された家庭ごみ

の出し方を見て間違わないように、また、

地域の方々で指導・協力しあい、正しくご

みを出していただくようお願いします。

　なお、八戸市など他の市町村のごみステ

ーションに十和田地域広域事務組合指定の

袋で捨てる方がいるため、役場へ苦情が寄

せられています。

　決められたステーションにごみを出して
いただくようお願いします。

燃えるごみ袋

燃えないごみ袋

９種類に分別し、
それぞれ別の袋
に入れて出して
ください。

水気をよく切った生ごみなど

なべ、ガラスなど

ペットボトル

その他のプラスチック

缶

びん

紙パック

紙

段ボール

新聞

雑誌、チラシ

その他の紙製容器包装

赤

青

資 源 ご み 袋緑

問い合わせ先　役場保健衛生課　2６２－７９５８（直通）

鳴き声で周囲に
迷惑をかけない
ようにしてね

フンは飼い主が
責任を持ってか
たづけてね

見つからないときは、
保健所で引き取ってく
れるよ（印鑑必要）

どうしても飼えなくなっ
たら、責任を持って飼って
くれる人をさがしてね

放し飼いは
やめようね



o

農
地
の
買
受
人
募
集

町
長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会

農
業
経
営
管
理
研
修
会

五

戸

町

奨

学

生

候

補

者

募

集

●
日
時
お
よ
び
場
所

○
八
戸
会
場
（
八
戸
合
同
庁
舎
）

　
平
成
18
年
２
月
６
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
10
日（
金
）ま
で

○
新
郷
会
場
（
新
郷
中
学
校
）

①
平
成
18
年
２
月
13
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
17
日（
金
）ま
で

②
平
成
18
年
２
月
20
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
24
日（
金
）ま
で

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

●
内
　
容

・
複
式
簿
記
の
基
礎
知
識

・
パ
ソ
コ
ン
利
用
に
よ
る
記
帳

農
業
複
式
簿
記
ソ
フ
ト
「
ソ
リ

マ
チ
」
の
基
本
操
作
を
習
得
し
、

自
分
の
伝
票
を
入
力
し
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の

計
算
機
、
筆
記
用
具
、
パ
ソ
コ

ン
（
可
能
な
方
）、
伝
票
・
レ

シ
ー
ト
・
領
収
書
な
ど

●
申
し
込
み
期
限

　
各
研
修
会
の
５
日
前
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
三
戸
地
方
農
林
水
産
事
務
所

　
普
及
指
導
室
　
斗
ヶ
澤

　
℡
27 

│ 

４
４
４
４
（
直
通
）

　
町
で
は
、
平
成
18
年
４
月
に
高

等
学
校
ま
た
は
大
学
な
ど
に
進
学

す
る
生
徒
・
学
生
を
対
象
に
「
平

成
18
年
度
五
戸
町
奨
学
生
」
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

・
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者

・
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
に
在
学

す
る
者
の
保
護
者

・
学
生
は
人
物
、
性
行
お
よ
び
学

業
成
績
が
優
良
で
、
健
康
な
者

・
生
計
上
の
理
由
に
よ
り
、
学
資

負
担
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者

●
募
集
人
員
・
貸
与
額

・
大
学･

短
大･

専
門
学
校
　
25
人

　
　
　
　
　
　
月
額
６
万
円
以
内

・
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
５
人

　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

●
貸
与
期
間

在
学
期
間
内
（
休
学
・
留
年
期

間
内
は
除
く
）

●
貸
与
利
子

　
無
利
子

●
償
還
期
間

貸
与
終
了
月
の
１
年
後
の
月
か

ら
と
し
、
貸
与
を
受
け
た
期
間

の
２
倍
の
年
月
以
内

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
３
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
31
日（
金
）ま
で

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

教
育
委
員
会
お
よ
び
川
内
支
所
・

浅
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
１
４

①
大
字
倉
石
又
重
字
前
田
59
│

１

　
　
　
　
　
　
田
１
、６
４
２
㎡

②
　
同
　
所
　
　
　
　
　
60
│

１

　
　
　
　
　
　
田
１
、０
０
０
㎡

③
　
同
　
所
　
　
　
　
　
61
│

１

　
　
　
　
　
　
田
１
、８
９
９
㎡

④
大
字
倉
石
中
市
字
日
向
10
│

１

　
　
　
　
　
　
畑
２
、７
３
８
㎡

⑤
　
同
　
所
　
　
　
　
　
11
│

１

　
　
　
　
　
　
畑
２
、８
２
８
㎡

●
農
地
の
条
件

④
果
樹
（
紅
玉
）
作
付
地

⑤
に
ん
に
く
作
付
中
の
た
め
、
農

地
の
引
き
渡
し
は
収
穫
後
の

７
月
下
旬
に
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
２
月
20
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
町
長

が
町
民
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
う
懇

話
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
不
要
）

●
対
　
象

　
五
戸
町
に
住
む
一
般
町
民

●
日
　
程

○
平
成
18
年
２
月
６
日
（
月
）

・
倉
石
地
区

　
午
前
10
時
か
ら

　
倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
川
内
地
区

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
瑞
穂
館

○
平
成
18
年
２
月
７
日
（
火
）

・
豊
間
内
地
区

　
午
前
10
時
か
ら

豊
間
内
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

・
浅
田
地
区

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

○
平
成
18
年
２
月
８
日
（
水
）

・
五
戸
地
区

　
午
前
10
時
か
ら

　
町
立
公
民
館
（
小
ホ
ー
ル
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 
│ 
７
９
５
０
（
直
通
）



●
採
用
予
定
人
員
　
　
11
人
程
度

●
採
用
基
準

町
内
在
住
者
で
お
お
む
ね
50
歳

ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
特
定
の
免
許
や
資
格
は
必
ず
し

も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
雇
用
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

・
児
童
に
か
か
わ
る
有
資
格
者

（
教
員･

保
育
士
な
ど
）

時
給
８
０
０
円

・
そ
の
他

時
給
６
５
０
円

●
勤
務
時
間

・
月
〜
金

午
後
１
時
30
分（
授
業
終
了
後
）

か
ら
６
時
ま
で

・
土
・
長
期
休
業

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

（
日
曜
日
・
祝
日
・
祭
日
・
お

盆
お
よ
び
年
末
年
始
は
休
み
）

※
勤
務
日
に
つ
い
て
は
交
代
制
と

な
り
ま
す
。

●
勤

務

先

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
五
戸
小
学

校
）、
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
（
上

市
川
小
学
校
）
、
石
沢
児
童
ク

ラ
ブ
（
石
沢
駒
踊
伝
承
館
）、

中
市
児
童
ク
ラ
ブ
（
倉
石
中
市

児
童
館
）、
又
重
児
童
ク
ラ
ブ

（
又
重
児
童
ク
ラ
ブ
館
）

●
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所

申
し
込
み
者
に
直
接
通
知
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
２
月
24
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
・
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
・
履
歴
書
は
役
場
福
祉

課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
２

　
法
律
上
の
手
続
き
や
財
産
管
理

な
ど
を
自
分
で
行
う
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
先
の
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　
平
成
18
年
２
月
24
日
（
金
）

　
午
後
６
時
か
ら
７
時
30
分
ま
で

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館
（
小
ホ
ー
ル
）

●
講
　
師

社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
青
森
支
部

支
部
長
　
司
法
書
士
　
工
藤 

力

●
対
　
象

一
般
町
民
、
介
護
支
援
専
門
員
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
・
民
生

委
員
・
保
健
協
力
員

※
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課
　
基
幹
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
４

!0

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

「
遺
言
と
分
り
や
す
い
成
年

後
見
制
度
」
講
演
会
開
催

楽しい朗読講座楽しい朗読講座
日 時　２月18日(土)、３月4日・18日(土)

13：30～15：00

場 所　町図書館視聴覚室

講 師　フリーアナウンサー　三浦　文恵　氏

　誰にでもできる朗読・読み聞かせは、
読む力・聞く力を養い、発声により心身
も健康にします。（申し込み不要）

問い合わせ先　町図書館 2 6 1 －1 0 4 0

　
産
業
廃
棄
物
税
は
、
最
終
処
分

場
へ
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
対

し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
そ

の
収
入
は
、
産
業
廃
棄
物
の
発
生

の
抑
制
お
よ
び
そ
の
減
量
化
、

再
生
利
用
、
適
正
処
理
の
促
進
に

関
す
る
施
策
の
費
用
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

●
納
め
る
人
お
よ
び
納
付
方
法

・
最
終
処
分
業
者
に
産
業
廃
棄
物

の
最
終
処
分
を
委
託
し
た
事
業

者最
終
処
分
業
者
が
、
産
業
廃
棄

物
の
搬
入
量
に
応
じ
て
産
業
廃

棄
物
税
を
徴
収
し
、
毎
月
分
を

ま
と
め
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に

県
税
事
務
所
に
申
告
・
納
入
し

ま
す
。

・
自
ら
設
置
す
る
最
終
処
分
場
で

最
終
処
分
を
行
う
事
業
者

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
量
に
応
じ
、

毎
月
分
を
ま
と
め
て
翌
月
の

末
日
ま
で
に
県
税
事
務
所
に

申
告
・
納
入
し
ま
す
。

●
納
め
る
額

産
業
廃
棄
物
の
重
量
１
ト
ン
に

つ
き
１
、０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
１
０

県 税だより
産
業
廃
棄
物
税
に
つ
い
て

みんなで参加し、楽しもう

～五戸型グリーン・ツーリズムの実践にむけて～

シンポジウム開催のお知らせ

○日　時　平成18年２月18日（土）
13：30～16：30

○会　場　倉石コミュニティセンター

○問い合わせ先
　役場農林課　2 62－2111　内線413

講 演　「グリーン・ツーリズムのイロハ」

　　講　師　長田　洋子　氏
ＮＰＯ法人あぐりねっと21副理事長
�北燈社代表取締役

パネルディスカッション
「町民参加型のグリーン・ツーリズムとは」



!1

　
平
成
17
年
度
五
戸
中
学
校
同
窓

会
定
期
総
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
　
象

現
五
戸
中
お
よ
び
旧
五
戸
中
・

旧
浅
田
中
・
旧
手
倉
橋
中
・
旧

野
沢
中
手
倉
橋
分
校
・
旧
豊
崎

中
・
旧
豊
間
内
中
・
旧
蛯
川
中

の
卒
業
生
の
方

●
日
時
お
よ
び
場
所

　
平
成
18
年
２
月
18
日
（
土
）

　
ア
ピ
ル
五
戸

・
定
期
総
会

　
午
後
６
時
30
分
か
ら

・
懇
親
会

　
午
後
７
時
15
分
か
ら

　
（
会
費
３
、０
０
０
円
）

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
２
月
15
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
五
戸
中
学
校

　
℡
62 

│ 

２
２
２
８

　
通
信
教
育
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
で
は
、
次
の
と
お
り
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
ま
ず
は
無
料
の
案

内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
広
域
通
信
制
高
等
学
校

○
募
集
対
象

中
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
の
方

を
含
む
）、
高
校
中
退
者
な
ど

○
募
集
期
間

　
平
成
18
年
２
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
20
日（
木
）ま
で

●
社
会
福
祉
コ
ー
ス

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目

指
し
ま
す
。

○
募
集
対
象

高
校
卒
業
者
（
見
込
み
の
方
を

含
む
）

○
募
集
期
間

　
平
成
18
年
２
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
１
日（
水
）ま
で

●
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目

指
し
ま
す
。

○
募
集
対
象

・
４
年
制
大
学
卒
業
者

・
短
大
・
高
校
卒
業
後
、
福
祉
施

設
で
２
〜
４
年
以
上
の
相
談
援

助
業
務
経
験
の
あ
る
方

○
募
集
期
間

　
平
成
17
年
12
月
20
日（
火
）か
ら

　
平
成
18
年
３
月
２
日（
木
）ま
で

●
資
料
請
求
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
7
０
１
２
０ 

│ 

06 

│ 

８
８
８
１

●
応
募
資
格

満
20
歳
以
上
の
方
（
総
務
省
お

よ
び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務

経
験
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
を

除
く
）

●
活
動
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
２
回
）

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

●
委
嘱
期
間

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
１
年
間

●
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
希
望
す
る
理
由
、
モ
ニ
タ

ー
会
議
へ
の
参
加
希
望
を
記
入

し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

平
成
18
年
２
月
20
日
（
月
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
の
表
面
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
用
紙
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
９
８
０ 

│ 

８
７
９
５

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
│

２
│

23

東
北
総
合
通
信
局

電
気
通
信
事
業
課

　
℡
０
２
２
│
２
２
１
│
０
６
２
８

　
０
２
２
│
２
２
１
│
０
６
１
３

五
戸
中
学
校
同
窓
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生
募
集

平
成
18
年
度
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

FAX

　
毎
年
３
月
は
、
名
義
変
更
や
廃

車
な
ど
の
各
種
申
請
お
よ
び
検
査

車
両
が
著
し
く
増
加
し
ま
す
。
中

で
も
週
末
と
下
旬
は
特
に
混
雑
し

ま
す
。
皆
様
の
待
ち
時
間
短
縮
の

た
め
、
混
雑
す
る
時
期
を
避
け
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
検
査
協
会
青
森
事
務
所

℡
０
１
７
│
７
３
９
│
６
５
６
８

●
願
書
受
付
期
間

・
新
入
生

　
平
成
18
年
２
月
28
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
31
日（
金
）ま
で

・
転
編
入
生

　
平
成
18
年
２
月
28
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
17
日（
金
）ま
で

●
説
明
会

○
日
　
時

　
平
成
18
年
２
月
16
日（
木
）

・
午
前
の
部
　
午
前
10
時
か
ら

・
午
後
の
部
　
午
後
２
時
か
ら

○
場
　
所

八
戸
市
諏
訪
１ 

│ 

２ 

│ 

17

八
戸
中
央
高
校
内

北
斗
高
校
八
戸
中
央
高
校
分
室

※
説
明
会
へ
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
左
記
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

北
斗
高
校
八
戸
中
央
高
校
分
室

教
務
係
　
山
口

℡
22 

│ 

２
０
３
９

●
日
時
お
よ
び
場
所

①
平
成
18
年
２
月
21
日
（
火
）

②
平
成
18
年
２
月
24
日
（
金
）

　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

　
ま
き
ば
温
泉
ス
キ
ー
場

③
平
成
18
年
２
月
26
日
（
日
）

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ
ノ
ラ
マ
ス

キ
ー
場

●
対
　
象

五
戸
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
ス
キ
ー
初
心
者
の
方

●
参
加
料

無
料
（
た
だ
し
③
に
お
け
る
リ

フ
ト
代
と
昼
食
代
は
各
自
負
担
）

●
申
し
込
み
期
限

平
成
18
年
２
月
14
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

℡
62 

│ 

２
３
０
１

軽
自
動
車
の
車
検
・
各
種

手
続
き
は
お
早
め
に

五
戸
町
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

県
立
北
斗
高
等
学
校

通
信
制
八
戸
中
央
高
校

分
室　

生
徒
募
集
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区　　　　　分 建 設 工 事

①一般競争（指名競争）参加資格審査申請書 ○ ○ ○

提　出　書　類 町　内　業　者 町外・県内業者 県　外　業　者

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○（青森県様式、免許写添付） ○（青森県様式） ○

△（ある場合は添付） △（ある場合は添付） △（ある場合は添付）

○

②経営事項審査結果通知書（写）（総合評定値Ｐ記載のもの）

③営業所等一覧

④工事経歴書（直前２か年分）

⑤使用印鑑届（印鑑証明の写、委任状等とも）

⑥納税証明書（最近１か年の法人税・消費税および地方消費税等の写）

⑦技術職員調書または技術職員名簿

⑧建退共等加入・履行証明書

⑨営業用機械器具一覧表

青森県または国土交通省の統一様式 国土交通省の統一様式

区　　　　　分 測量・建設コンサルタント等

①一般競争（指名競争）参加資格審査申請書 ○ ○

提　出　書　類 町　内　業　者 町　外　業　者

○ ○

○ ○

○ ○

○（免許写添付） ○

○ ○

○ ○

○ ○

②登録等の証明書（写）

③営業所等一覧

④業務経歴書（直前２か年分）

⑤技術者経歴書

⑥登記簿謄本（身分証明書等の写の添付）

⑦使用印鑑届（印鑑証明の写、委任状等とも）

国土交通省の統一様式によること

（国土交通省様式以外の場合、経営規模総括票を添付）

（現況報告書により⑤⑥省略も可）

⑧納税証明書（最近１か年の法人税・消費税および地方消費税等の写）

・Ａ４ファイル（色指定無し）に番号順で製本し、表紙と背表紙にはタイトルと社名を記入
・年度途中の変更事項は速やかに提出すること

○提 出 方 法　持参または郵送のこと（受付・受理票が必要な業者は、はがきにて受理票を作成する
か、返信用封筒を作成して同封してください。）

○問い合わせ・申し込み先
〒039－1513　五戸町字古舘２１番地１　　　　　　　ＴＥＬ：６２－２１１１（内線２２３）

五戸町役場　財政課契約管財班　　　　ＦＡＸ：６２－６３１７
Ｅ－ｍａｉｌ：zaisei@town.gonohe.aomori.jp

※要領は、ホームページ（www.town.gonohe.aomori.jp）にも掲載しています。

○対象事業者　平成１８年度において五戸町の発注する建設工事請負、測量・建設コンサルタント等の
業務の競争入札に参加を希望する者
ただし、町外の建設業者、町外の測量・建設コンサルタント等業者および町内の測量・
建設コンサルタント等業者で平成１７・１８年度の参加資格審査申請書を平成１７年
２月に提出している場合は不要です。
（役務、物品、製造については登録制度をとっていませんので、提出された申請書は参
考資料として受理します。）

○受 付 期 間　平成１８年２月１日（水）から平成１８年２月２８日（火）まで（土、日、祝日を除く）

○有 効 期 間　町内の業者（１年間）　平成１８年６月１日から平成１９年５月３１日まで
　　　　　　　　町外の業者（１年間）　平成１８年６月１日から平成１９年５月３１日まで

○提 出 書 類

五戸町一般競争（指名競争）参加資格審査申請受付
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２月の
行事予定
２月の
行事予定

２月の
相 　 談
２月の
相 　 談

２月の
献 　 血
２月の
献 　 血

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■６日（月）～８日（水）

　９：００～　 町長と地域住民との懇話会

■12日（日）　フットベース交流大会

　９：００～　 五戸ドーム

■18日（土）　楽しい朗読講座

　１３：３０～　 町図書館

■21日（火）・24日（金）・26日（日）

　１３：３０～　 五戸町スキー教室

相談は無料です

■７日（火）人権特設相談

　１３：３０～１６：００　社会福祉センター

■14日（火）行政相談

　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■２8日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日

　みんなの保健室（健康相談）

　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談

　日程は相談者と調整

　℡０１７－７３４－９２３５

健康なあなたと
私にできること

■21日（火）

　９：３０～１０：３０　五戸電子工業㈱

　１１：００～１２：３０　南部バス㈱

　１４：００～１６：００　大蔵工業㈱

　※町民カレンダーとは異なります。
　　ご注意ください。

○申請区分　学校給食用物資納入業者

○有効年度　平成18年度

○受付期間　平成18年２月１日（水）から
　　　　　　平成18年２月28日（火）まで

○申し込み方法　五戸町立学校給食センター備え付けの提出書類
に必要事項を記入のうえ、持参または郵送して
ください。

○問い合わせ・申し込み先
　〒039 －1532　五戸町字観音堂２８－１

五戸町立学校給食センター
℡６２－２２１６

○申請区分　物品の製造請負および売買等
○有効年度　平成18・19年度
○受付期間　平成18年２月１日（水）から
　　　　　　平成18年２月28日（火）まで（土、日、祝日を除く）
○提出書類　統一様式または組合指定様式

※提出要領は下記へ問い合わせください。
○問い合わせ・申し込み先
　〒034 －0051　十和田市大字伝法寺字大窪６０－３

十和田地域広域事務組合　総務課
℡０１７６－２０－８１００

○申請区分および提出書類
・建設工事、測量・建設コンサルタント等
　中央公契連統一様式（通称「国土交通省統一様式」）ほか
・物品等（製造・売買・修繕・印刷・委託・賃貸借等）
　組合指定様式ほか

○有効年度　平成18年度

○受付期間　平成18年２月１日（水）から
　　　　　　平成18年２月28日（火）まで

○問い合わせ・申し込み先
十和田地区環境整備事務組合事務局
℡０１７６－５５－２１７８
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№132

「
藤
田
五
郎
の
妻
と
秀
子
の
か
か
わ
り
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２１０人　（－２）

　女　１０,９２９人　（－18）

総人口２１,１３９人　（－20）

世帯数１６,９０５世帯（－７）

平成18年１月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

80歳を迎えた新井田ヒデさん

さ
お
と
め

か
す
り

　
新
撰
組
斉
藤
一
こ
と
藤
田
五
郎

は
五
戸
村
中
ノ
沢
に
住
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
百
三
十
五
年
前
の
話
で

あ
り
、
語
る
年
寄
り
は
他
界
し
て

真
実
は
口
伝
だ
け
。

　
五
十
年
前
の
昼
過
ぎ
、
新
丁
の

新
井
田
秀
子
宅
を
訪
ね
た
。
夫
の

次
郎
は
帝
国
議
会
初
の
速
記
者
だ

っ
た
。
郷
土
出
身
の
生
い
立
ち
と

活
躍
ぶ
り
を
聞
い
た
。

　
秀
子
（
旧
姓
藤
田
ヒ
デ
）
は
明

治
十
四
年
一
月
十
二
日
、
五
戸
村

字
舘
に
藤

田
駒
之
助
・

さ
い
三
女

と
し
て
生

ま
れ
た
。

　
五
戸
小

学
校
卒
業

後
、
母
校

の
代
用
教

員
を
務
め
、

母
方
の
三

浦
武
助
の

長
男
孝
太
郎
（
中
国
税
関
吏
）
と

橋
本
文
次
郎
（
養
子
）
の
三
人
で

明
治
三
十
四
年
上
京
。
秀
子
は
東

京
女
子
高
等
師
範
学
校
舎
監
を
し

て
い
た
藤
田
五
郎
の
妻
時
尾
宅
に

寄
寓
し
、
そ
こ
か
ら
和
洋
女
学
校

速
成
科
に
通
学
。
勉
学
に
励
ん
だ
。

　
時
尾
は
明
治
三
年
秋
、
会
津
藩

士
と
共
に
斗
南
五
戸
に
移
住
。
倉

沢
平
治
右
衛
門
の
養
女
と
し
て
中

ノ
沢
の
住
宅
に
住
ん
だ
過
去
が
あ

っ
た
。
「
五
戸
の
方
々
か
ら
大
変

お
世
話
に
な
り
、
少
し
で
も
恩
返

し
を
し
た
い
」
と
秀
子
の
女
学
校

行
き
の
面
倒
な
ど
一
切
の
世
話
を

快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　
秀
子
は
明
治
三
十
七
年
、
女
学

校
を
卒
業
。
麹
町
高
等
女
学
校
の

割
烹
教
員
（
家
庭
科
教
師
）
と
し

て
採
用
さ
れ
た
。
新
井
田
次
郎
と

結
婚
す
る
ま
で
数
年
間
教
員
生
活

を
続
け
、
東
京
都
内
の
教
職
員
紹

介
図
に
は
、
帝
都
教
育
界
の
勤
労

功
労
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

た
。

　
時
尾
は
会
津
藩
大
目
付
高
木
小

十
郎
の
長
女
で
貞
と
い
っ
た
。
会

津
藩
籠
城
を
経
験
し
、
終
戦
後
、

藩
士
た
ち
を
埋
葬
す
る
の
に
尽
力

し
た
た
め
、
阿
弥
陀
寺
の
一
画
を

も
ら
い
受
け
た
。

　
明
治
七
年
、
五
郎
と
結
婚
す
る

際
、
養
父
倉
沢
平
治
右
衛
門
が
下

仲
人
を
務
め
た
と
い
う
。

　
東
京
本
郷
其
砂
町
の
自
宅
を
学

生
寮
と
し
、
寮
長
を
務
め
た
。
弟

盛
之
助
は
中
軍
護
衛
隊
に
入
り
、

松
平
容
保
公
の
側
近
と
な
っ
て
滝

沢
本
陣
と
戸
ノ
口
原
の
斥
候
伝
令

を
務
め
た
。

　
藤
田
五
郎
は
警
察
官
と
し
て
応

募
し
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
に

出
陣
。
そ
の
後
、
警
視
庁
に
入
り
、

十
四
年
勤
め
て
同
二
十
四
年
に
退

職
。
東
京
教
育
博
物
館
の
看
守
を

勤
め
た
。

﹇
時
尾
の
小
歴
﹈

・
明
治
七
年
秋

藤
田
五
郎
と
高
木
時
尾
は
佐
川

官
兵
衛
・
山
川
浩
が
下
仲
人
を

務
め
、
松
平
容
保
が
上
仲
人
で

結
婚
。

・
同
　
二
十
四
年
四
月
二
日

五
郎
は
警
視
庁
を
退
職
。
高
嶺

秀
夫
の
世
話
で
東
京
教
育
博
物

館
の
看
守
を
勤
め
る
。

・
同
　
二
十
九
年
一
月
十
三
日

五
郎
は
本
籍
を
五
戸
村
二
六
九

番
戸
か
ら
福
島
町
へ
移
転
。

・
同
　
三
十
七
年
八
月
一
日

五
戸
か
ら
藤
田
秀
子
が
上
京
。

時
尾
宅
に
寄
寓
。
女
学
校
に
通

学
。

・
同
　
四
十
年
十
月

時
尾
は
会
津
阿
弥
陀
寺
に
吉
野

桜
を
植
樹
す
る
。

・
同
　
四
十
一
年

東
京
在
住
の
時
は
、
墓
田
購
入

資
金
二
百
五
十
円
を
女
子
代
表

と
し
て
寄
付
。
ま
た
、
五
郎
は

寺
へ
一
万
円
寄
付
。

・
大
正
二
年
十
一
月
十
五
日

阿
弥
陀
寺
の
墓
田
寄
付
総
代
に

時
尾
が
選
ば
れ
、
寄
付
者
に
礼

状
を
「
会
津
会
々
報
」
に
書
く
。

　　
晩
年
の
五
郎
は
帝
国
大
学
三
浦

内
科
病
棟
の
ベ
ッ
ド
に
居
た
が
、

自
宅
に
帰
り
、
大
正
四
年
九
月
二

十
六
日
、
胃
潰
瘍
の
た
め
七
十
二

歳
で
他
界
し
た
。

　
ま
た
、
時
尾
は
大
正
九
年
十
二

月
二
十
四
日
、
享
年
七
十
五
歳
で

亡
く
な
り
、
会
津
若
松
の
阿
弥
陀

寺
に
眠
る
。
遺
族
は
神
奈
川
県
逗

子
市
久
木
に
住
む
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一


